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とっとり若者活躍局プロジェクト補助金審査会の開催結果について 

令和７年６月１０日 
協 働 参 画 課 

  

とっとり若者活躍局（※）のメンバーが自ら企画・実施する、若者目線で地域課題解決・地域活性化に繋がるよ

うな斬新で大規模な活動「パワープロジェクト」の審査会を開催し、２件のプロジェクトを採択しましたので報

告します。 

(※)とっとり若者活躍局 … 若者の自由な発想で県への政策提案や地域活性化・地域の魅力発信等のプロジェクト活
動に取り組むことを目的としたグループで、県内在住・通勤の高校生～３０代のコアメンバー３３名を中心に活
動中。 

 

１ 審査会の開催概要 

（１）日 時  令和７年５月１８日（日）午後１時～３時３０分 

（２）場 所  鳥取市民交流センター 多目的室１（鳥取市幸町７１番地）  

（３）審査員  貝本 正紀 氏（（株）アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス代表） 

亀井 智子 氏（(株)GOOD GROW代表、米子市元町通り商店街振興組合理事） 

岡本 梓 氏（(一財)とっとりコミュニティ財団事務局長） 

松本 典久 とっとり暮らし推進局長 

 

２ 採択されたプロジェクトの提案概要 

名称 提案者 内容 

Tottori Colorful FES Ⅱ 高校生 音楽と食を中心としたフェスを鳥取市内で開催し、鳥取の魅力

を発信するとともに若者の活動の機会を創出する。 

※R６プロジェクトの発展案件 

５３万人総クリエイター 

プロジェクト 

社会人 SNS発信力の向上を目的としたオンライン講座を実施し、県内

の発信力を最大化し鳥取県の魅力を見える化する。 

 

３ 審査員コメント 

・しっかりとした問題意識に基づき、それぞれのアプローチで課題解決や地域活性化の取組が考えられていた。 

・若者の発表機会の創出という点が若者ならではの発想で評価できる。昨年度の課題であった広報・集客面の改

善を図りながら実施してほしい。（Tottori Colorful FES Ⅱ） 

・波及効果が見えやすくなるよう、受講生が現場で実践するところまでをカバーした講座となるよう工夫して実

施してほしい。（５３万人総クリエイタープロジェクト） 

 

４ 今後の予定 

（１）プロジェクト活動 

･ パワープロジェクトについては、審査員の助言等を踏まえ、より効果的な活動となるよう取り組んでいく。 

･ ６月以降はメンバー間で合意形成を図りチームを形成して実施する活動「チームプロジェクト」を発足させ、

年末にかけて活動していく。 

（２）政策提案活動 

･ 関係部局との議論・広聴活動を通じて政策提案を練り上げ、政策提案のアイデア出しを行う。 

･ 毎年秋に開催する知事への政策提案会をとっとり未来創造タスクフォースと合同で行い、政策提言を行う。 

（３）その他の活動 

･ 「若者・女性にも選ばれる、働きやすく暮らしやすい地域づくり」に向けた県民運動を展開する「みんなで

話彩や（はなさいや）チーム」（事務局：男女協働未来創造本部県民運動課）にとっとり若者活躍局の有志

が加わり、課題や対応策などについて議論・検討し、他のチーム員とともに施策提案を行う。 
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米子台北便の就航及び日台観光サミットin鳥取の開催について 
 

    令和７年６月１０日 
国 際 観 光 課 

米子台北便の初就航及び「日台観光サミットin鳥取」について、次のとおり報告します。 

１ 米子台北便の就航 
５月29日、タイガーエア台湾による米子台北便が就航しました。初便では台湾から175名の方が搭乗

し、米子到着便が約98％の高い搭乗率となりました。 
初便到着後には運航会社のタイガーエア台湾 黄 世恵（ファン・シーフェイ）董事長のほか、日台観光

サミットに出席する台湾観光協会 葉 菊蘭（イェ・ジュ－ラン）名誉会長、簡 余晏（ジャン・ユーヤン）
会長などの台湾側要人も出席し、初便就航記念式典を開催しました。 
式典では関係者によるテープカットのほか、タイガーエア台湾アンバサダー「内田理央」氏による台湾

PR 及びタイガーエア台湾の黄世恵董事長への「鳥取県虎の翼大使」の任命などを行いました。 
また、同便で台湾からメディア、雑誌社、インフルエンサーなどが来県し、式典の様子を発信したほか、

県内の視察を行い、フェイスブック等 SNS で情報発信を行いました。  

【米子台北便概要】 
（１）運航区間：台湾桃園国際空港－米子鬼太郎空港 
（２）時  間：週２便（月・金） 

月曜日：12:00米子着－13:00米子発 
金曜日：16:50米子着－17:50米子発 

   ※初便は特別ダイヤで運航 
(13:00米子着－14:00米子発) 

（３）機材：Ａ320（座席数179人） 
 
２ 日台観光サミットin鳥取の開催 

    2008年(平成 20年)から日台双方の観光交流の促進、相互交流人口の拡大を目指し、毎年日台交互で開
催している「日台観光サミット」を5/29～6/1、中国地方で初めて鳥取県で開催しました。(鳥取開催は第
16回目) 
（１）開催期間  ５月29日（木）～６月１日（４日間） 
（２）主  催  日台観光推進協議会・台日観光推進協議会 

[協議会は(公社)日本観光振興協会、(一社)日本旅行業協会、(財)台湾観光協会] 
               ※鳥取県は 5/29 の歓迎晩餐会、5/30～6/1 の交流夕食会及びエクスカーションを主催。 
（３）参 加 者   日本及び台湾の観光関連事業者・メディアほか 約190名 
（４）主な内容 

・5/30午前の国際会議では、今回のサミットのテーマである「日台交流新章：交流の深化に向けて」
に基づき事例発表や意見交換を行い、本県からも平井知事が「アニメ、マンガ等を活用した誘客戦
略」の事例発表を行いました。会議では、持続可能な観光と双方向交流の発展に向けた「日台観光
サミット・鳥取宣言」が満場一致で合意されました。  

 【日台観光サミット・鳥取宣言の内容】 
 →①地方独自の伝統・文化体験を通じた地方誘客の促進 ②環境保全・経済発展を両立させたサス 

ティナブルツーリズムの推進 ③修学旅行を含めた若者の相互交流におけるソフトコンテン 
ツの活用 ④日台双方の観光部門による協力の継続 

・歓迎晩餐会（5/29）、エクスカーション（5/30 午後～6/1 午前）では、地元自治体、観光事業者と
連携し、日台観光関係者に県内各地の観光スポットを紹介するとともに、マグロ解体ショーやカニ
タワー、和牛、牛骨ラーメン等の出店、現代の名工 知久馬惣一氏による調理実演など「食パラダ
イス鳥取県」としてのおもてなしを実施しました。 

・参加者からは、「心のこもった素晴らしいおもてなしに感激した。」「鳥取県はこれまで台湾の旅行 
 者にとって、行きにくい場所であったが、今後は素晴らしいコンテンツ、食を直行便で楽しむこと 
ができる。今回のサミットは非常に良い機会となった」などの声がありました。 

   （５）主な視察先 水木しげるロード、大山、県立美術館、倉吉白壁土蔵群、青山剛昌ふるさと館、鳥
取砂丘、砂の美術館、智頭宿、若桜駅 など 

 

エクスカーションの様子（鳥取砂丘） 

初便就航記念式典の様子 

国際会議の様子 
視察の様子 
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ファム・クアン・ヒエウ駐日ベトナム大使の基調講演の開催及び知事面談について 
 

令和７年６月１０日 
交 流 推 進 課 

 
 

ファム・クアン・ヒエウ駐日ベトナム大使が５月１３日（火）に来県され、ベトナム経済の最新情報
等に関する基調講演を開催したほか、平井知事と面談されましたので報告します。 

 
 
１ 講演会 
（１） 日 時 ５月１３日（火）午後３時半から午後５時まで 

（２） 場 所 県立図書館２階 大研修室 
（３） 講 師 ファム・クアン・ヒエウ駐日ベトナム社会主義共和国特命全権大使 
（４） 演 題 「ベトナム経済の最新情報と今後のベトナム日本の協力関係の展望」 

（５） 発 言 ・日越関係の前進のために、政治や人的交流、科学等の多角的な分野での協力強化が必要。 
・鳥取県はベトナムに身近な存在であり、ぜひ地域間交流を推進したい。 

・大使館としても、鳥取県企業のベトナム進出のサポートをしていく。 

（６） 聴講者 約４０名（市町村職員、企業経営者、日本語学校関係者ほか） 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

２ 知事面談 
（１） 日 時 ５月１３日（火）午後５時４５分から午後６時２０分まで 
（２） 場 所 観水庭こぜにや本館２階 和風荘 

（３） 出席者  
＜駐日ベトナム大使館側＞  

・ファム・クアン・ヒエウ駐日ベトナム社会主義共和国特命全権大使  

・グエン・ホン・ディエップ駐日ベトナム大使館 参事官・大使秘書 
・在日ベトナム DX協会役員等 ７名 

  ＜鳥取県側＞ 

平井知事、池田商工労働部長、下田デジタル局長、鈴木観光交流局長 ほか 
（４） 発 言 
  ＜平井知事＞ 

・経済発展が著しいベトナムを始め、アジア地域で経済・観光交流により連携を発展させていきたい。 
・デジタル人材を通じた交流や、鳥取の自然・温泉・コナン等の観光交流を進めていきたい。 

＜ヒエウ大使＞ 

・鳥取県の温かいお出迎えに感謝。駐日大使として鳥取県との友好交流を大切にしていきたい。 
・観光交流には知事のリーダーシップによる協力が必要。大使館としても、今後の交流発展に可能な 

限り、全力で貢献したい。 
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